









































































































































全体 旅館 リゾート・ホテル ビジネス・ホテル シティー・ホテル
全国 59.7 37.1 56.9 74.4 78.7
東京 78.8 59.8 75.7 83.3 80.8
京都 67.3 42.9 55.0 85.4 87.5





















































































































































府県名 外国人宿泊者数 府県名 外国人宿泊者数
滋賀県 480,740 兵庫県 1,119,760
大阪府 10,008,830 和歌山県 557,350




























全体 旅館 リゾートホテル ビジネスホテル シティーホテル
滋賀県 57.6 41.7 55.6 71.2 73.7
大阪府 83.8 41.3 89.0 85.2 88.0
京都府 67.3 42.9 55.0 85.4 87.5
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5-3-2：検証の結果
　前項の滋賀県での旅行素材の実地検証の結果、訪日経験のある香港人の訪問を誘引するに足
りる旅行素材は、充分に存在するとの結果に至った。以下に香港人を誘引する可能性があると
考えられる主な旅行素材を列記する。
　前述の香港人の意識とニーズ調査で判明した訪日経験の有る香港人が求めている、①知的好
奇心を満足させる「体験観光」「学習観光」の旅行素材、②癒しを感じさせる旅行素材が滋賀
県にも多数存在することが判明した。
図表20　香港人を誘引可能性の有る主な旅行素材
【現地での実地検証結果にもとづき筆者が作成】
旅行素材の種類 具体的素材名
観る・学ぶ・体験する
計17素材
甲賀の里忍術村（忍術体験）、黒壁スクエアー（キャンドル＆ガラス細工）、
比叡山延暦寺（仏教修行体験）、キリンビール工場見学、ヤンマー・ミュー
ジアム（産業観光）、蔵元・藤居本家（酒蔵視察）、近江神宮（祈祷・袴着用
体験）、ブルーメの丘（観光農園での農業体験、動物との触合い、BBQ）、ラ
コリーナ近江八幡（観光農園での農業体験）、水郷めぐり（小舟でのクルーズ
観光）、彦根城での江戸歴史観光、竹生島クルーズ、長浜浪漫ビール工場見学、
アグリパーク竜王（観光農園での農業体験）、白鬚神社（びわ湖に浮かぶ神社）、
メタセコイア並木の散策、寿長生の郷（和菓子作り）、マキノピックランド（果
物狩り）
泊まる
計８素材
琵琶湖ホテル、大津プリンスホテル、雄琴温泉・湯元館、
北ビワコホテルグラツィエ、旅館・紅鮎、ロテル・デュラク、
料亭旅館・やす井、彦根キャッスルリゾート＆スパ
食べる
計５素材
ミシガン・ナイトクルーズ（船上での夕食）、近江牛を提供する各種飲食店、
びわ湖テラス（びわ湖を一望しながらの飲食店）、料亭旅館・やす井、
翼果楼（滋賀名物　鯖そうめん）
買う
計４素材
三井アウトレット・パーク、夢京橋キャッスル・ロード、
浜大津アーカス、ラコリーナ近江八幡（クラブハリエの店舗で有名）
癒す
計４素材
猫カフェ・にゃんこっこ、雄琴温泉・湯元館での温泉体験、
北ビワコホテルグラツィエSPA、彦根キャッスルリゾート＆スパ
遊ぶ
計２素材
カーメル・ビーチクラブ（ビーチ・スポーツ体験）、
びわ湖バレー（各種フィールド・アスレチック・スポーツ体験）
移動する（交通機関）
計２素材
ミシガン・ナイトクルーズ（湖上クルーズ）
SL北びわこ号（蒸気機関車牽引の観光列車）
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６．まとめ　（香港人と滋賀県に関する調査・研究を踏まえた考察）と今後の課題
　前述の４章、５章で述べたように、滋賀県にある宿泊施設の稼働率を踏まえると、外国人旅
行者を更に受容れるだけの収容能力の余地は残されている。
　一方、滋賀県には訪日経験の有る香港人を魅了する可能性のある旅行素材が多数有ることも
判明した。しかしながら、滋賀県にたいする認知度が低位であることも一方で明らかになった。
　これらのことを踏まえると、香港人の当該県にたいする認知度を向上させることができれば、
当該地域からの旅行者を更に大きく増加させる潜在可能性を秘めており、政府が設定した2030
年訪日旅行者数6000万人到達の一助になると考える。
　次なる課題は、滋賀県の存在そのもの、そして魅力ある旅行素材の存在について認知度を、
如何に向上させるかである。
　現在までも、その課題にたいして県や市町村、並びに観光関連機関が様々な取組みを行って
はいるが、更にその効果性・効率性を高めた宣伝・広報活動が必要である。
　地方自治体では、一般的に宣伝広報の予算や、関わることのできる職員の数が限られている
ため、香港人が日常生活で多用するサイトを中心として、インターネット媒体を通しての取組
の精度向上、そしてリアル媒体においては、多額の費用を要するマスメディア媒体の直接的な
多用ではなくて、関係機関との協業を模索していくべきではないだろうか？
　具体的には、インターネット媒体とリアル媒体において下記のような取組が考えられるが、
大切なことは個々の取組を有機的に連動させることであると考える。
　①　インターネット媒体での取組み
　　　＊香港での有力ブロガーの活用
　　　＊香港人に多用されている Facebook、Instagram の更なる活用
　　　　・県の Facebook 観光サイトと観光ホームページの連携強化
　　　　・県の Facebook 観光サイトと旅行素材提供企業のインターネットサイトとの連携強化
　　　　・県の Facebook、Instagram 観光サイトの掲載レイアウトとコンテンツの見直し
　　　＊県の観光ホームページと関係旅行会社のインターネットサイトとのリンケージ
　　　＊YouTube の「True View」広告手法の活用
　②　リアル媒体での取組み
　　　＊香港で開催の旅行関連や日本に関する各種イベント参加や展示会への出展
　　　＊香港のマスメディア媒体（新聞、雑誌、TVなど）での滋賀県紹介記事の掲載
　　　＊滋賀県特産食材の香港への販売促進活動との連携（香港での物産展との協業など）
　　　＊香港と日本間を就航している航空企業との協業
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　　　＊香港での日系小売店や飲食店との協業（懸賞広告の手法を駆使）
　　　＊香港での交通広告の活用（電車、バス、タクシーなどの地上交通機関）
　　　＊音楽・映画の分野での文化交流活動
　本稿では、香港人と滋賀県を題材にして「地方への訪日外国人旅行者の誘客」の有効性・必
要性・可能性を論じたが、全国の多くの地方県においても同様な状況ではないかと推察される。
　また多くの地方県において更なる外国人旅行者の誘客に取組むことによって、地方の活性化
が期待されると同時に、政府が設定した2030年訪日外国人旅行者数6000万人の目標に到達する
道筋が見通せるのではないかと考える。
　今回の調査研究を進めるにあたり、多大なる協力を頂いた航空会社の「全日本空輸㈱　香港
支店」、「滋賀県商工観光労働部」「（公社）びわこビジターズビューロー」に、この紙面を借り
て謝意を表したい。
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【付録】
＜訪日旅行に関するアンケート＞
（１）性別を教えてください。　　①男性　②女性
（２）年齢を教えてください。　　①20代　②30代　③40代　④50代以上
（３）日本へ行ったことがありますか？　　①ない　②一回ある　③二回以上ある
（４）日本一大きい湖、“びわ湖”がある滋賀県を知っていますか？
　　　①知っているし、行ったこともある　②知っているが、行ったことはない　③知らない
（５）設問（４）において、①または②を回答された方に質問です。
　　　“びわ湖”について、どの様にご存じになりましたか。
　　　①TV　②旅行雑誌　③滋賀のホームページ　④SNS　⑤家族・友人
（６）「SHIGA Tourism Official Website」という滋賀県の観光情報ウェブサイトを知っていますか？
　　　①知っている　②知らない
（７）日本へ旅行する際、主流の情報入手の媒体は何ですか？（複数選択可）
　　　①観光地のホームページ　②個人のブログ（特に：　　　　　　）　③Instagram　④Facebook　
　　　⑤Weibo　⑥旅行雑誌（特に：　　　　　　）⑦旅行会社　⑧Trip Advisor　⑨TV　⑩家族・友人
　　　⑪LINE　⑫Whatsapp　⑬YouTube　⑭その他
（８）日本へ旅行する際、何に関する情報がほしいですか？（複数選択可）
　　　①飲食店　②交通機関　③買い物店・免税店　④観光地　⑤日本の気候　⑥日本の歴史・文化　
　　　⑦宿泊施設　⑧口コミ　⑨イベント　⑩その他（　　　　　　　　　　）
（９）今度日本を旅行する際、何をしたい（体験したい）ですか？（複数選択可）
　　　１．陶芸教室　２．和菓子作り　３．茶道体験　４．着物体験　５．うどん・そば打ち体験
　　　６．忍者体験　７．武術体験　８．農業体験　９．パワースポット巡り　10．写経・座禅
　　　11．アニメ・映画のロケ地巡り　12．工場見学（ビール工場など）　13．テーマパーク　
　　　14．猫カフェ　15．ネイル・ヘアサロン　16．レイクレジャ （ーウインドサーフィンやカヤックなど）
　　　17．マウントレジャー　18．ハイキング　19．サイクリング　20．リゾートホテルのスパ　
　　　21．アウトレットで買い物　22．クルージング　23．果物狩り　24．野菜を使った健康的なブッフェ
　　　25．和菓子・抹茶スイーツ　26．美術館・博物館　27．動物園・水族館　28．旅館宿泊と温泉入浴体験
（10）滋賀県には下記のような名物料理や地方の名産品が有りますが、食べてみたいと思うのはどれです
か？　（複数回答可）
　　　①　近江牛（滋賀県で食べられる高級和牛。ステーキ、すき焼きなど）
　　　②　精進料理（野菜・豆類などの植物性のみの食材を使用で、僧侶が食べる料理）
　　　③　湖魚（琵琶湖でとれる魚のこと。中でもビワマスはサケ科の中の最高峰と言われている）
　　　④　伊吹そば（伊吹は日本のそばの発祥の地とされている）
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　　　⑤　日本酒（滋賀は水に恵まれており、その水と米でできた日本酒はとても美味しい）
　　　⑥　朝宮茶（最上の産地で摘み取られ、伝統的な製法で作られた香高い日本茶）
（11）次の写真は、いずれも滋賀の観光地です。写真をご覧になって、行ってみたいと思うところはどこ
ですか？　（複数回答可）
　　　①雪のメタセコイア並木　　　　②近江八幡　水郷巡り　　　　　　③甲賀忍者
　　　④彦根城　　　　　　　　　　　⑤白鬚神社　　　　　　　　　　　⑥琵琶湖クルーズ
ご協力ありがとうございました。
  （にしだ・とおる　英語国際学部教授）
